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被覆硝酸石灰の施用がサトイモの生育，

収量及び芽つぶれ症発生に及ぼす影響

1 .はじめに

畑作物栽培においては 石灰欠乏に起因すると

考えられる生理障害に遭遇することが多いものと

思われる。しかしそのような場合，一般的には土

壌中に石灰が非常に少なくて作物に石灰欠乏が発

生するというようなケースは少なく，むしろ土壌

中の石灰は十分量含まれている場合でも石灰欠乏

症がしばしば発生する。これは作物側からみれ

ば，なんらかの理由で体内に石灰を十分吸収でき

なかったために石灰欠乏が発生するわけで，体内

の石灰含量が正常値の範囲であれば石灰欠乏症は

発生しないものと思われる。

作物の石灰吸収は エネルギーを使った積極的

な吸収によるよりも 消極的な吸収によるとさ

れ1)，また体内の移行については水の流れ，特に

蒸散流と溢液流に依存していると考えられてい

る2)。この移行バランスが崩れると，石灰含有率

の低い部位が生じ その部位に石灰欠乏が発生す
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ることになる。また 土壌中に石灰が十分に存在

しでも，土壌の乾燥により土壌中の水分が減少す

れば石灰吸収が抑制されるという場面も発生しう

る。このように 作物による石灰の吸収・移行を

考える場合，色々な要因を考慮することが必要で

ある。

サトイモには石灰欠乏に起因する芽つぶれ症が

発生することがある。石灰欠乏の発生に対して

は，基肥に石灰資材を十分量施用するか，石灰要

求量が多い時期に石灰資材を追肥するか，または

そういう時期に石灰を含む溶液を葉面散布するか

など，いくつかの対策がとられるものの，必ずし

も改善効果が期待できないことが多い。それは石

灰を施用しでも，効率よく吸収きれなかったり，

必要な部位への移行が不十分だ、ったりするために

起とるものと思われる。そこで ここでば硝酸態

窒素及び石灰を効率的に吸収させる目的で開発さ

れた肥料である「被覆硝酸石灰肥料(ロン歩シヨ
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水処理は施さなかった。

3. 試験結果

， )初年目試験

本試験では芽つぶれ芋の発生を高めるため潅水

を控えたことで 芋の収量は通常よりやや低かっ

た。ロングショウカル140単用区は8月22日まで

の調査では，芋の収量が慣行区より低かったが，

9月14日の調査ではロングショウカル140区が慣

行区より約10%程度増収となった(表1)。茎葉
重，親芋重，子芋重，孫芋重の合計重を比べる

と，処理問差は小さかった(図 1)。

表，. (子芋+孫芋)重の推移(初年目)

同左
指数

9月14日

慣行施肥

慣行+石灰追肥

硫安+ロングショウカル140

ロングショウカル70単用

ロングショウカル140単用

図1.収穫期の器官別重量(初年目，早生蓮葉芋)

1 :石灰欠除， 2:慣行， 3:硫安+ロングショウカル140
4:ロングショウカル70単用 5 :ロングショウカル140単用

芽つぶれ芋の発生状況をみると， 9月14日まで

の調査では発生がみられなかったが， 10月8日の

調査ではかなり発生した(図 2)。芽つぶれ症は

大部分が孫芋に発生しており，子芋にはほとんど

みられなかった。発生率は慣行区で多く，ロング

ショウカル区では併用及び単用のいずれも発生
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ウカル)Jを供試し サトイモの生育・収量及び

石灰欠乏に起因する芋の芽つぶれ症の発生に対

し，本肥料がどのような影響を与えるかを検討し

た結果を述べることとする。

2. 試験方法

試験は鹿児島県農業試験場大隈支場(現在の鹿

児島県農業開発総合センタ一大隈支場)の場内圃

場で、行なったものである。土壌は厚層多腐植質黒

ボク土である。供試したサトイモ品種は， I早生

蓮葉芋J(子芋よりも孫芋生産が主体)と「大吉」

(子芋生産が主体)の二品種とした。 1区の面積

は約50m2とした。畦幅を

100cm，株間を35cmとし

た。テロン92(殺センチュ

ウ剤)で土壌を消毒した。

全区に対して牛ふん堆肥を

現物量で10a当たり1.5t施

用した。 10アール当たり窒

素18kg，りん酸18kg，カ

リ18kgを施用した。

試験は二か年行なった。

試験区とじて，慣行区，硫安+ロングショウカル

140区3 ロシグショウカル70単用区，同140区を

設定した(， 2年目では慣行+石灰追肥区を加えた。

試験では慣行区のみに基肥として苦土石灰150

kgを施用した。窒素はBB555(速効性N50%，

LP100N50%を含む) 硫安 ロングショウカル

70及び140，りん酸は過リン酸石灰，カリは硫酸

カリを供試した。硫安+ロングショウカル140区

は硫安N9kg/10aとロングショウカル140N9kg/

10aを施用した。ロングショウカル単用区はロン

グショウカル70または140のN18kg/10aを単独

施用した。石灰追肥には硫酸石灰を供試し， 7月

22日に畦聞に表面施用した。基肥施用の方法は，

全面全層施用とし 畝立て栽培とした。畝には透

明ポリマルチをかけた。マルチは収穫期までかけ

たままの管理とした。生育調査には 6~7 株，収

量調査には20株を採取して行なった。 4月2日に

種芋を伏せこみ 9月2日に収穫した。初年目は

「早生蓮葉芋」のみを供試し 芽つぶれ症の発生

を高めるため，潅水を控えた。 2年目は「早生蓮

葉芋」および「大吉」の二品種を供試し，特に潅

試験区
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が軽減された。発生芋を重量割合でみると， 慣行

区が17.5%，ロングショウカル区は8%程度であ

った。

2) 2年目試験

「早生蓮葉芋」の収量 (9月2日収穫)をみると

(図 3)，子芋重については慣行区に比べその他の

区は5'"'-'10%程度低かったが 孫芋重についてみ

ると，ロングショウカル単用区が慣行区より60%

程度増収した。茎葉重親芋重 子芋重，孫芋重

の合計重を比べると 慣行区に比べロングショ ウ

カル70単用区が7%.140単用区が12%の増収と

なった。「大吉」の収量(9月2日収穫)をみる

と，(子芋+孫芋)重は慣行区に比べロングショウ

カルの併用区及び単用区のいずれも20%以上の

増収となり，最も高かった140単用区は約60%の

増収となった (図3)。茎葉重，親芋重，子芋重，

孫芋重の合計重を比べると，慣行区に比べロング

ショウカル70単用区が14%減 140単用区が20

%減となり， 140区の合計重が最も小さかった。

茎葉重をみると 慣行区に比べロングショ ウカル

図2. 芽つぶれ芋重量(初年目早生蓮葉芋)

1 :石灰欠除， 2:慣行，3:硫安+ロングショウカル140
4:ロングショウカル70単用 5 :ロングショウカル140単用

注)芽つぶれ芋の95%が孫芋であった。(子+孫)芋の
合計重で表示。

収穫期の器官別重量
(2年目，早生蓮葉芋および大吉)

1 :慣行， 2 :慣行+石灰追肥， 3 :硫安+ロングショウカル140
4:ロングショウカル70単用 5 :ロングショウカル140単用
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収穫期作物体の窒素および石灰吸収量
(2年目，早生蓮葉芋)

1 :慣行，2 :慣行+石灰追肥， 3 :硫安+ロングショウカル140
4:ロングショウカル70単用 5 :ロングショウカル140単用
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表2. 早生蓮葉芋の石灰含有率(2年目)

月日 試験区名

7月12日 慣行施肥

骨
子
+
莱
一
げ

親
茎
一
ふ

子芋 親芋 子芋 孫芋

茎葉

1.94 1.42 0.53 

2.22 1.53 0.38 

2.22 1.61 0.45 

2.81 1.57 0.34 

慣行十石灰追肥 2.36 

硫安+ロングショウカル140 2.69 

ロングショウカル70単用 2.92 

ロングショウカル140単用 3.15 2.43 1. 73 0.41 

7月31日 慣行施肥 3.50 4.14 1.63 0.54 0.18 

慣行十石灰追肥

硫安+ロングショウカル140

2.84 

3.88 

3.84 

4.04 

1.43 

1.49 

0.48 

0.76 

0.18 

0.20 

ロングショウカル70単用 3.16 3.80 1.69 0.60 0.18 

ロングショウカル140単用 3.86 3.84 1.79 0.62 0.20 

8月19日 慣行施肥 2.78 3.04 1.39 0.56 0.34 

慣行+石灰追肥 2.47 2.94 1.25 0.50 0.30 

硫安+ロングショウカル140 3.80 3.10 1.31 0.58 0.34 

ロングショウカル70単用 3.60 3.76 1.63 0.62 0.38 

ロングショウカル140単用 3.40 3.54 1.49 0.54 0.34 

注)乾物当たりの%

単用区が小さく 特に140単用区は慣行区の約85

%程度に止まった。しかし 合計重に対する(子

芋+孫芋)重の割合をみると，慣行区では約20%，

ロングショウカル140区では約30%となり，ロン

グショウカル140区は芋の生産効率が高かった。

9月2日収穫では 「早生蓮葉芋j および「大吉」

のいずれも芽つぶれ症の発生はみられなかった。

「早生蓮葉芋」の 9月2日収穫の作物体窒素含

有率をみると，茎葉では慣行区に比べてロングシ

ョウカル単用区が低く，親芋ではほぼ同等，子

芋，孫芋，細根ではロングショウカル単用区が高

かった(データ省略)。石灰含有率をみると(表

2) ，親芋茎葉では慣行区に比べいずれの時期で

もロングショウカル単用区が高い傾向がみられ

た。また親芋でも親芋茎葉の場合とほぼ同様の傾

向がみられた。子芋では7月31日において慣行区

よりロングショウカル単用区がややたかかったも

のの，それ以外では大きな差はみられなかった。

孫芋についても同様の傾向であった。

「早生蓮葉芋」の窒素吸収量をみると，収穫期

では慣行区とロングショウカルの併用および単用

区の聞に大きな差はなかった(図4)。同時期の

吸収窒素の(子+孫)芋への移行率は，慣行区に

比べロングショウカル区が高かった(データ省

略)。同様に収穫期の石灰吸収量をみると，慣行

区に比べロングショウカル単用区では15'""'20%

程度増加した。しかし，茎葉や親芋の石灰吸収量

は慣行区よりロングショウカル単用区が多く，子

芋+孫芋への吸収石灰の移行率は慣行区に比べて

ロングショウカル単用区で小さかった(データ省

略)。

4. 考察

早生蓮葉芋の場合，初年目及び2年目とも(子

芋+孫芋)収量は 慣行区に比べロングショウカ

ル単用区が優る結果となった。溶出タイプとして

70日型に比べ溶出期間の長い140日型の効果がよ

り高かった。この品種は子芋よりも孫芋の生産を

主体としており 孫芋重だけをみると単用区の大

幅増収となったことから この肥料が孫芋増収に

極めて効果的に働いたと考えられる。親芋から子

芋，子芋から孫芋へと石灰の移行していくものと

すれば，生育後期まで石灰供給が可能な140日型

が孫芋生産に有利であることは容易に理解でき

る。子芋を主体とする「大吉Jでも慣行区に比べ

単用区の(子芋+孫芋)重が増収した。内容は孫

芋重にはほとんど違いがなく 子芋重の増加によ

るものであった。このように品種によってどの芋

収量が増加するかの違いはあるが，いずれも単用
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写真 1. 8月19日(収穫期の 2週間前)の塊茎調査結果。 2年目試験。品種:r早生蓮葉芋」
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注)写真上:子芋

写真中:孫芋

写真下:子芋から出た細根

試験区

1 :石灰無施用(上段左)
2 :慣行施肥+基肥石灰(上段中)
3 :慣行施肥+追肥石灰(上段右)
4:硫安+ロングショウカル140(下段左)
5 :ロングショウカル70単用(下段中)

6 :ロングショウカル140単用(下段右)

写真2. 8月19日(収穫期の2週間前)の塊茎調査結果。 2年目試験。品種:r大吉J

注)写真上:子芋

写真中:親芋から出た細根

写真下:子芋から出た細根

試験区

1 :石灰無施用(上段左)

2 :慣行施肥+基肥石灰(上段中)
3 :慣行施肥+追肥石灰(上段右)
4:硫安+ロングショウカル140(下段左)
5 :ロングショウカル70単用(下段中)

6 :ロングショウカル140単用(下段右)
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区で優り，また140日型でより優ることからみ

て，サトイモの芋生産にはロングショウカル140

日型単用が最も効果が高いと考えられる。

しかし茎葉重，親芋重，子芋重，孫芋重の合計

重をみると，品種の特性として合計重の小さい

「早生蓮葉芋」では合計重も単用区で増加するが，

一方合計重の大きい「大吉Jでは，単用区の場

合，養分供給速度が遅いため生育速度が緩慢であ

り，その結果合計重は小さくなることがわかる。

しかし，そのように合計重が抑制されるものの，

(子芋+孫芋)の合計重は慣行区に比べ単用区で

大きいことから 単用区では芋生産の効率が非常

に高い作物体となっていたことが分かる。いずれ

にしても，子芋及び孫芋生産にとってはロングシ

ョウカル140日型肥料の単用が最も効果が高いと

結論づけることができる。

「早生蓮葉芋」において140日型単用区の芋の増

収要因は硝酸態窒素と石灰の両方が作物に効率的

に吸収されたことによると考えられる。図4では

収穫期の窒素吸収量に大きな違いがみられない

が， これは収穫期までには落葉があるため， この

lように差のない結果になったものと考えられる。

途中の生育段階では単用区の吸収量が多かった

(データ省略)。窒素と石灰のどちらが芋生産に寄

与する程度が大きいかを考察すると， I大吉」で

は合計重が慣行区に比べてロングショウカル単用

区でかなり小さくなったにもかかわらず，子芋収

量は増加しており 窒素吸収量は測定していない

ものの合計重からみて単用区が慣行区を優るとは

考え難く，従って少なくとも「大吉」には窒素栄

養効果よりも石灰の効果の方が芋生産に大きな影

響を与えたものと推察される。

芽つぶれ症は初年目のみで発生が認められた。

しかも収穫時期を過ぎた頃の調査で発生が確認さ

れた。この結果からみると 子芋から孫芋への転

流物質の供給低下が発生の引き金となっていると

思われる。転流物質の供給不足が孫芋の生育量の

低下として現われ 芽の壊死が発生したものと思

われる。また転流物質の内容成分に問題があり，

そういう転流物質の栄養条件下であったために壊

死が発生したという可能性も考えられる。ロング

ショウカル140単用はこのような生育後期の石灰

の栄養状態、，それに制御された炭水化物代謝等に

好結果を与える資材として意義のある肥料と思わ

れる。

子芋から出た細根重についてみると(写真上

写真2)，ロングショウカル単用区は他の区より

細根重が大きいことがわかる。生育の後期まで窒

素および石灰の吸収が良好であったことが細根重

の増加につながったものと推察される。その細根

重の大きいことが子芋や孫芋の肥大にプラスに働

いたものと推察される。

5. おわりに

ロングショウカル単用は慣行施肥に比べて肥料

代が高くなるため サトイモの芋の収量向上に有

効ではあるものの現場にこの技術を直に導入する

ことは難しい。試験区中に硫安とロングショウカ

ル140の混合肥料区(ロングショウカル140N50

%含有)を設定しその効果を検討したが， 140単

用には及ばなかった。したがって速効性窒素とロ

ングショウカルとの混合肥料では，速効性窒素の

混合割合を50%よりもっと少なくする必要があ

る。また，ロングショウカルは肥料の吸収効率が

高いため減肥できる可能性があり，局所に施用す

ればさらに施肥量を減らすことも可能と思われ

る。今後はロングショウカルの持つ特性を有効に

生かし，なおかつ経済的な施肥技術となるような

検討が残された課題である。
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